
通
学
路
の
安
全
対
策
整
備
は

海
岸
の
環
境
整
備
は

西村　元一　議員

　

役
場
北
の
松
前
小
学
校
通

学
路
に
は
、
途
中
に
川
が
あ

り
、
急
に
何
の
表
示
も
な
く

蓋
も
な
く
な
っ
て
い
る
。
柵

は
し
て
い
る
が
非
常
に
危
険

な
状
態
だ
。

　

先
日
、
川
に
落
ち
そ
う
に

な
っ
た
と
住
民
の
方
か
ら
聞

き
、
他
の
地
区
で
も
通
学
路

に
補
装
が
な
く
自
転
車
と
と

も
に
水
路
に
落
ち
た
と
聞
い

た
。
ま
た
旧
出
合
橋
か
ら
南

へ
右
に
カ
ー
ブ
す
る
県
道
の

問

両
側
に
あ
る
歩
道
幅
が
狭

く
、
朝
夕
の
自
転
車
通
学
時

に
は
歩
行
者
と
自
転
車
の
離

合
が
で
き
ず
、
自
動
車
と
の

接
触
も
あ
り
そ
う
で
ヒ
ヤ
リ

と
す
る
。
他
に
も
伊
予
鉄
岡

田
駅
へ
の
国
道
か
ら
進
入
路

に
歩
道
が
な
く
大
変
危
険

だ
。

　

通
学
・
通
行
の
安
全
性
を

含
め
、
町
内
道
路
の
安
全
確

保
に
つ
い
て
、
理
事
者
の
考

え
は
。

　

塩
屋
の
海
岸
に
あ
る
砂

が
堤
防
を
超
え
て
、
道
路

に
落
ち
る
高
さ
ま
で
堆
積

し
て
い
る
。
今
の
ま
ま
で

は
津
波
の
と
き
の
防
波
堤

の
役
目
を
果
た
さ
な
い
。

　

漁
業
に
も
影
響
が
出
て

い
る
が
、
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

問

　

  

横
山
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

町
道
西
１
１
３
号
線
は
、

一
部
区
間
で
道
路
と
平
行
に

開
水
路
が
あ
る
が
、
道
路
と

水
路
と
の
境
に
は
転
落
防
止

の
保
護
柵
を
設
置
し
て
い

る
。

　

行
政
機
関
、
学
校
関
係
者

及
び
松
前
町
教
育
委
員
会
で

構
成
す
る
松
前
町
通
学
路
安

全
対
策
推
進
協
議
会
に
お
い

て
、
学
校
か
ら
報
告
の
あ
っ

た
危
険
箇
所
に
つ
い
て
点
検

を
行
い
、
安
全
確
保
に
必
要

な
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

答

いっぱん質問
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横
山
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

塩
屋
海
岸
の
砂
の
堆
積

は
、
平
成
26
年
11
月
に
松
前

町
漁
業
協
同
組
合
組
合
長
か

ら
撤
去
の
申
し
出
が
あ
り
、

海
岸
管
理
者
の
愛
媛
県
と
そ

の
対
策
を
協
議
し
た
。

　

結
果
、
海
浜
へ
の
砂
の
堆

積
は
防
災
上
有
益
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
堆
積
砂
を
撤
去
す

答

る
の
で
は
な
く
飛
散
防
止
対

策
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め

る
回
答
が
あ
っ
た
。
今
後
、

砂
の
飛
散
防
止
の
必
要
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
対
策
を
講

じ
る
よ
う
県
に
対
し
て
要
望

し
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
海
岸
近
く
に
堆
積

し
た
砂
が
漁
業
に
影
響
を
与

え
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

調
査
の
根
拠
も
示
さ

ず
漁
業
に
影
響
な
い
と
の

答
弁
は
理
解
で
き
な
い
。

「
上
流
か
ら
流
れ
出
た
土
砂

を
と
り
除
く
」
と
の
政
府
の

通
達
報
道
が
あ
っ
た
。南
海

ト
ラ
フ
の
津
波
被
害
を
考

え
る
と
、
松
前
町
民
の
生
命

と
財
産
が
か
か
っ
て
い
る
。

早
急
な
対
応
を
！

意
見

役場北・通学路・暗きょ化検討を!役場北・通学路・暗きょ化検討を!


